
第２学年 保健体育科学習指導案 

 

                       平成２４年１１月２２日（木）５校時 

指導学級     ２年３・４組男子 

指導者      渡部 悟（Ｔ１） 

             柴田 行人（Ｔ２） 

    場所       体育館 

 

１ 単元名 「フットサル」 

 

２ 単元の目標 

 （１）ボール操作と空間に走り込むなどの動きによってゴール前での攻防を展開できるようにす

る。（技能） 

 （２）フットサルに積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとすること，分担した

役割を果たそうとすること，作戦などについての話し合いに参加しようとすることなどや，

健康・安全に気を配ることができるようにする。（態度） 

 （３）フットサルの特性や成り立ち，技術の名称や行い方，関連して高まる体力などを理解し，

課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。（知識，技能・判断） 

 

３ 指導にあたって 

（１）教材観 

①一般的特性（指導者から見た特性） 

 フットサルは２チームがフィールド内を自由に動き回り，攻守入り乱れて得点を競い合うスポー

ツである。攻撃面では，ドリブルやパスをつなぐことでゴールを目指し，守備ではタックルやパス

カットなどを駆使しながら相手を止めるところに楽しさや喜びを味わうことができる。フェアープ

レーの精神を大切にし，相手を尊重する態度を学ぶことができる運動である。また，足でものを扱

うという非日常的な運動を通して，体全体の協調性を高めることができる。個人だけではなく，チ

ームとしてプレーすることで，仲間と協力することの喜びや達成感を味わうことができる。 

②生徒から見た特性 

 手や腕を使わずに主に足や頭部でボールを扱うため，技能の習得には時間の掛かる面もあるが，

ボールを蹴る行為そのものが楽しく，初心者でも充実感を得ることができる。技能の高まりによっ

て，動きの速さや力強さに楽しさを感じ，互いに攻防する中から得点を狙い，勝敗を競うことを楽

しむことのできる運動である。１つのコート内に敵味方が入り交じるため接触も多く，味方同士の

チームワークだけでなく，相手チームの選手をも大切にするマナーやルールを守る姿勢とともに，

審判等の責任感や役割分担にしっかり取り組む姿勢も必要である。さらには，狭い空間の中で動き

を連続して行うため，敏捷性や全身持久力を高めることができる。 

③フットサルの特性 

 フットサルとは，室内で行う５人制のサッカーのことである。ＦＩＦＡ（国際サッカー連盟）の

もとで４年ごとに行われる世界選手権大会は，１９８９年以来，すでに６回開催されている。２０

１２年の世界選手権にはアジア代表として参加しており，プロサッカー選手の三浦知良選手が日本

代表に選ばれるなどの話題を呼んでいる。日本国内でも２００７年から全国リーグである「Ｆリー

グ」が創立し，競技スポーツとして注目されている。 

 フットサルはサッカーのフィールドの４分の１の大きさのコートで行われる。室内で行うため，

イレギュラーバウンドなどがなく，足でボールを扱う難しさが緩和される。また，ローバウンドの

ボールを使うことで，ボール操作が行いやすく，体や頭で操作する機会が少ないので恐怖感が少な

い。少人数・小スペースで行われるため，一人の選手がボールに触れる機会が多く，一目で全体を

見渡すことができる。サッカーよりも人数が少ないため，作戦を意識したり，ゲームの流れを読ん

だりすることがしやすい。宮城県内にもフットサル専用施設が多くあり，少人数・短時間で楽しめ



るという長所もあるため，経験者・未経験者に関わらず，生涯スポーツとして親しまれている。 

 

（２）生徒観 

 

 

 

 

 

（３）指導観 

 手や腕を使わずに主に足や頭部でボールを扱うために，技能の習得には時間が掛かると予想され

る。また，足でボールを扱うことの難しさを感じている生徒もいるため，サッカーよりもボールが

扱いやすいフットサルを取り入れることで，生徒の興味関心を高めたい。今年度は，ゲーム中の動

きを中心授業を展開し，ボールを扱うことの楽しさや協力してゴールを奪うことの達成感を味わわ

せることに重点を置いた指導をしていきたい。そのためには，もちろん技能習得は必要であるが，

正しいボールの蹴り方や止め方よりも，足のどの部分でボールを蹴ると良いのかなどという程度に

とどめたい。 

自分のもっている技能を駆使し，味方とパスをつないでゴールに近付いたり，相手のいない空間

に走り込むことでボールをゴールに近付けたりする方法を指導し，それぞれのチームに合った方法

でゴールをねらう（奪う）楽しさを味わわせたい。空間への走り方は，「相手の動きに合わせた走り

方」と「チーム戦術に合わせた走り方」の２つの考え方がある。今年度は「チーム戦術に合わせた

走り方」に重点を置いて考えさせ，より戦術を成功させるためには「相手の動きに合わせた走り方」

が必要であることに気付かせ，次年度につなげたい。  

 ２学年では攻撃面を重点的に指導し，守備面に関してはパスやシュートをされないような動き方

について学ぶ程度にする。チームの課題について仲間と協力して解決していく過程を通して，協力

することの心地良さも味わわせたい。 

 

４ 研究主題との関連 

○研究テーマ「学習意欲を高め，基礎・基本の定着を図る学習指導の一試み」 

        ―関わり合う活動を取り入れた指導過程の工夫― 

この研究テーマをもとに，生徒同士の関わり合い，学び合いを通して，達成感や成就感を味わい，

学習意欲を高めていきたいと考えている。学習意欲を高めることで，基礎・基本の定着を目指して

いる。本校の生徒は，保健体育の授業にとても熱心に取り組んでおり，学習意欲が高い教科の一つ

である。しかし，仲間と協力して課題を解決することの喜びや達成を味わう経験が少なく，自分の

思いのままに行動することの快適さを求めることが多い。そのため，本時の学習では，チーム内の

課題や良さを話し合うことで，コミュニケーションを図る学習活動を充実させていきたい。話し合

う内容を分かりやすくすることで，どの生徒にも取り組みやすく，また，どの生徒も話し合い活動

で積極的に関わり合えるようにしていきたい。チームごとに筋道を立てて戦術や作戦を考えたり，



改善方法などについて互いに話し合ったりする活動を通して，研究テーマに迫りたいと考える。 

 

５ 指導計画     本時 （７／１０時間） 

時間 学習目標 指導内容 関わり合う活動 観点別評価 

関 思 技 知 

１ ・「蹴る」「止める」

技術について

理解する。 

インサイドキック，イン

サイドトラップと足裏ト

ラップについて理解させ

る。 

ペア学習を行い，技術

の名称や行い方につい

て学び合う。 

   ○ 

２ ・フットサルの試

合のルールを

理解する。 

ルールを提示し，理解さ

せる。 

 話し合い活動におい

てルールについて意見

交換させる。 

○    

３ ・チームの守り方

を学ぶ 

効果的な守備の仕方（ひし

形）について理解させる。 

 効果的な守備の仕方

について意見交換させ

る。 

   ○ 

４ ・有効な攻撃の仕

方（パス＆ゴ

ー）を学ぶ① 

 

パス＆ゴーの練習を行

わせる。 

ゲーム中にパス＆ゴー

を使えるように声掛けす

る。 

話し合い活動におい

てパス＆ゴーについて

意見交換させる。 

 ○   

５ ・有効な攻撃の仕

方（ロングキッ

ク）を学ぶ② 

 

ロングキックからのシ

ュート練習を行わせる。 

ゲーム中にロングキッ

クを使えるように声掛け

する。 

話し合い活動におい

てロングキックの使い

方について意見交換さ

せる。 

 ○   

６ ・有効な攻撃の仕

方（サイド攻

撃）を学ぶ③ 

サイド攻撃からのシュ

ート練習を行わせる。 

ゲーム中にコートを広

く使えるように声掛けす

る。 

 話し合い活動におい

てサイド攻撃の仕方に

ついて意見交換をさせ

る。 

 ○   

７ 

本時 

・チームに合った

作戦を選び，作

戦を成功させ

るための動き

方を考える。 

 作戦を提示し，個人で作

戦を選ばせる。チームの良

い点を考えさせ，チームの

作戦を決定させる。動き方

の修正を行わせる。 

 話し合い活動におい

て作戦を成功させるた

めの動き方を考えさせ

る。 

 ○   

８～ 

１０ 

・勝敗について意

欲的に取り組

む。 

・チームの課題を

解決し，攻防を

展開できるよ

うにする。 

意欲的にゲームに取り

組ませる。 

チームの課題を解決す

る方法を考えさせ，実行さ

せる。 

 励ましや賞賛で，意欲

を高めさせる。 

 試合中の声かけによ

り，チームの課題を解決

し，作戦を実行させられ

るようにする。 

○ ○ ○ ○ 

 

６ 観点別評価規準（別紙） 

 

 

 



 

７ 本時の指導 

（１）本時の目標 

 ・チームに合った作戦を選び，作戦を成功させるための動き方を考える。（思考・判断） 

 

（２）指導にあたって 

①チームの課題に応じた作戦を考える学習プリントを準備する。 

②一人一人が考えた作戦や理由をもとにチーム内で作戦ボードを利用して話し合い，チームとし

ての作戦や動き方を決定する。 

③１試合終了後に，作戦や動き方を確認し，修正する。 

④２試合目終了後に，自分たちの攻撃の仕方について話し合い，次回から始まる公式戦に向けて

見通しをもたせる。 

⑤クラスを２チームにわけ，チームごとに前半組と後半組分ける。話し合い活動は主に前半組と

後半組に別れて行う。 

⑥準備や片付けはチームごとに割り当てる。 

＜ゲームのルールの工夫＞ 

・１人がゴールを決められるのは１点までにする。 

・力強い身体接触の禁止とする。 

・スライディングの禁止とする。 

・キーパーからのスローはゴロのみとする。また，フィールドプレイヤーからゴールキーパーへの

バックパスは禁止とする。 

・ゴールとラインの判定は，審判のチームが行う。 

・選手番号を決め，その順番に添ってキーパーや出場選手を決定する。 

・キックインの際は，相手選手は３ｍ以上離れる。 

＜生徒に提示する攻撃の仕方＞ 

①パス＆ゴー攻撃 ②ロングボール攻撃 ③サイド攻撃 

 

（３）本時と校内研究との関わり 

 自分たちのチームにあった作戦を一人一人に考えさせる。その考えをもとに，チーム内で話し合

い活動を行う。チームのリーダーが戦術を説明したり，他の生徒が耳を傾けるという関わり合う活

動も取り入れる。チーム内で話し合った内容が勝利につながることの喜びや失敗を修正することの

達成感を味わわせ，学習意欲を高めさせ，学習のねらいを達成させたい。 

 

（４）指導過程 

 学習内容 予想される生徒の反応 指導上の留意点 評価 

（観点と方法） 

導

入 

 

5

分 

1 ランニング，準備

体操，あいさつ，

トレーニング 

2前時の学習内容

を振り返り，本

時の学習内容

を理解する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時の学習内容について発

言させる 

 

 

 

 

 

 



展

開 

 

35

分 

4本時のゲーム時

の課題につい

て把握する 

①「自分のチ

ームにあった

作戦を選ぼ

う。」 

 

5提示された作戦

を見ながら，作

戦を選ぶ 

 

 

 

 

 

 

6チームごとに作

戦会議を行う 

②「チームで

作戦を選び，

動き方を確認

しよう」 

 

7練習ゲーム 

（＜１０分ゲー

ム―２分作戦

タイム＞×２） 

③２分間の作

戦タイムで動

き方を確認・

修正しよう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○プリントに自分の考

えを記入している 

○理由を書こうとして

いる 

●書き方がわからない 

●自分のチームの作戦

がわからない 

●理由を考えられない。 

 

○リーダーが進行し，考

えをまとめる 

●だれもまとめようと

しない 

●リーダーが自分勝手

に決める 

 

○考え通りの動きがで

きる 

○成功できた 

●試合に没頭し，作戦を

考えていない 

●よくわかっていない 

●動き方を変更したい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プリントを準備し，選んだ

作戦とその理由を記入させ

る。 

・一人で考える段階を設け，

話し合いの場で発表させ

る。 

・書き方が分からない生徒に

対して，声掛けをする。（Ｔ

１・Ｔ２） 

・リーダーが司会進行し，偏

った意見にならないように

指示する 

・意見をまとめられるように

リーダーを育成する 

・作戦ボードを利用し，動き

方を確認させる。 

・作戦を実行できるような声

がけをさせる 

・アドバイスカードで兄弟チ

ームを盛り上げさせる。 

・２分間の作戦タイムで話し

合いが持てるように声掛け

する（Ｔ１・Ｔ２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習カード

への記入状

況 を 確認

し，選択す

る思考力や

理由を考え

る力を評価

する 

 

・授業観察に

より，話し

合い活動で

意見を述べ

ているか評

価する 

 

・授業観察に

より，話し

合い活動で

意見を述べ

ているか評

価する 

 

 

 

ま

と

め 

 

10

分 

10公式戦（次時）

に向けて話し

合う 

 

 

11 チーム作戦と

良かった点反

省点について

発表する 

12 発表や他者の

記入内容を知

り，授業につい

て振り返る 

○良い動き方に気付い

ている 

●作戦を変更したい 

・作戦を変更したいチームは，

変更内容を考えさせる 

・チーム内のだれでも発表で

きるように作戦についてチ

ーム内で確認させる 

・指名し，作戦内容と良かっ

た点や反省点を発表させる 

 

 

 

・発表内容や記入内容を教師

が紹介し，次時に向けての

見通しをもたせる 

・自分の考え

を学習カー

ドに記入し

ているか評

価する 

 

 



（５）評価 

評価の観点 十分満足できる 

（Ａ） 

おおむね満足で

きる（Ｂ） 

Ｃに対する支援 

チームに合った作

戦を選び，作戦を成

功させるための動き

方を考える。 

 作戦を選んだ理

由を記入し，効果

的な動き方につい

て発表している。 

 作戦を選び，

動き方について

他者の意見を聞

き入れている。 

・チームの特徴を伝える。 

・考えを発表できるようにリーダー

の生徒に配慮させる。 

・試合中に動き方について声掛けす

る 

 

（６） 板書計画 

＜本日の活動＞ 

（１）自分のチームの作戦を選ぶ 

（２）作戦会議 

（３）ゲーム（５分ハーフ） 

 試合の流れ（⑥番の試合） 

①Ａ対Ｄ（審判：Ｄ） Ｂ対Ｃ（審判：Ｂ） 

②作戦会議（移動せずに試合コートで） 

③Ａ対Ｄ（審判：Ｄ） Ｂ対Ｃ（審判：Ｂ） 

④反省（本日の学習カード） 

 

 

「自分のチームにあった作戦を選ぼう。」 

 

パス＆ゴー攻撃 

 

 

ロングパス攻撃 

 

サイド攻撃 

 

 

 

 

 

 

（７） 準備物 

ボール２２ カラーコーン１２ バー８ デジタイマー マット４ ビブス５色 学習カード  

筆記用具 キーパーグローブ４ 仕切り 得点板２ 作戦ボード８ チームカード８ 



 

観点別評価規準（指導と評価の計画）                                   ○１・２年生   ・３年生 

単元名 フットサル 領域 Ｅ 球技 配当時間 １０時間 実施学年 ２年 実施時期 １１月 

単元目標 技能 態度 知識・思考・判断 

勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，基本的な技能や仲間と連携した動

きでゲームが展開できるようにする。ボール操作と空間に走り込むなど

の動きによってゴール前での攻防を展開できるようにする。 

積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとすること，分担した

役割を果たそうとすること，作戦などについての話し合いに参加しようとする

ことなどや，健康・安全に気を配ることができるようにする。 

フットサルの特性や成り立ち，技術の名称や行い方，関連して高まる体力な

どを理解し，課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。 

指導内容 ○基礎的な技術を習得する。 

○味方にしっかりとパスすることを学ぶ。 

○相手のいない空間に走り込む動きを学ぶ。 

・相手の動きに合わせて，パスを選択する。 

・相手の戦術に合わせて，攻撃を組み立てる。 

○授業に主体的に参加する。 ○フェアプレイを意識する。 ○話

し合いに積極的に参加する。 ○健康・安全に気を配る。 

・相手を尊重したフェアプレーを心がける。 

・自分の意見を述べ，相手の考えを受け入れる心をもつ。 

・自己の責任を果たす。 

○基本的な技能について理解する。 

○相手のいない空間を見つける。 

○走ることで体力が高まることを学ぶ。 

・サッカーの戦術について学ぶ。 

・長距離や短距離を走る際のこつを学ぶ。 

単
元
の
評
価
規
準 

運動の技能 運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動についての知識・理解 

・ゴール前での攻防を展開するためのボー

ル操作と空間に走り込むなどの動きが

できる。 

・フットサルの学習に積極的に取り組もうとしている。 

・フェアなプレーを守り，役割を果たそうとしている。 

・作戦などについて話し合いに参加しようとしている。 

・仲間の学習を援助しようとしている。 

・健康安全に留意している。 

・ボール操作やボールをもたないときの動きなどの技術を身に付けるための

運動の行い方のポイントを見付けている。 

・自己やチームの課題を見付けている。 

・提供された練習方法から自己やチームの課題に応じた練習方法を選んでい

る。 

・仲間と協力する場面で分担した役割に応じた協力の仕方を見付けている。 

・学習した安全上の留意点を他の場面に当てはめている。 

・サッカー（フットサル）の特性や成り立ちについて，

学習した具体例を挙げている。 

・技術の名状や行い方について，学習した具体例を挙げ

ている。 

・サッカー（フットサル）に関連して，高まる体力につ

いて，具体例を挙げている。 

・試合の行い方について，学習した具体例を挙げている。 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

○蹴る・止める・運ぶことができる。 

○空間へ走ることができる。 

○基本的な攻撃の動き方ができる。 

・パスの仕方について習得する。 

・相手の動きに応じて，ダッシュやストッ

プができる。 

・相手のいない空間に走り込むことができ

る。 

・自らスペースをつくり出すことができる。 

 

○積極的に授業に取り組もうとしている。 

○味方を尊重した態度をとろうとしている。 

○自分の役割を果たそうとしている。 

○話し合いに積極的に参加しようとしている。 

○健康安全に留意している。 

・味方や相手を尊重した態度をとろうとする。 

・自分の役割だけでなく，仲間を助けようとする。 

・味方の考えも尊重しながら積極的に話し合いに

参加しようとしている。 

・健康安全を確保している。 

○ボール操作や相手のいない空間に走り込む動きのポイント見付

けている。 

○自己の課題を見付けている。 

○チームの課題に応じた作戦や戦術を選んでいる。 

○協力の仕方を見付けている。 

・自己やチームの実態に応じた課題を見付けている。 

・自己やチームの課題に有効な作戦や戦術を選んでいる。 

・自己やチームの課題に有効な練習方法を選んでいる。 

・仲間と関わり合うことの役割や協力の仕方を見付けている。 

 

○基本的な技術の名称や行い方の具体例を挙げ

ている。 

○体力の高まり方について具体例を挙げている。 

○基本的な攻撃の仕方について具体例を挙げて

いる。 

○サッカーの戦術について学習カードから選ん

でいる。 

・技術の正確さについて具体例を挙げている。 

・長距離走や短距離走について具体例を挙げてい

る。 



 

指
導
過
程 

時 学習のねらい 主な学習活動 評価計画 

5   10   15   20  25   30   35   40  45 関 思 技 知 評価方法 

１ 

 

インサイドキック，インサイドトラッ

プと足裏トラップを知る お試しゲー

ム 

・ランニング， 

・準備体操， 

・体力を高める

運動 

・スキルトレー

ニング 

・出欠確認 

・あいさつ 

・授業のねらい

と流れ説明 

・授業準備 

２人１組でパス 

インサイド・トゥキック 

トラップの種類 

お試しゲーム３分×３ 

「勝つためには何が必要

か」 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

学
習
カ
ー
ド
の
記
入 

   ○ 観察 

学習カード 

２ 

 

ゲームの進め方，ルールを理

解する 

ゲームの進め方 

ルールの説明 

作
戦
会
議 

ゲーム 

「ルールを理解しよう」 

○    

３ 

 

チームの守り方を学ぶ 

 

守り方（ひし形）

の説明 

ゲーム 

「ひし形の守り方で失点

減らそう」 

   ○ 

４ 

 

有効な攻撃の仕方（パス＆ゴ

ー）を学ぶ① 

パス＆ゴーの練

習 

ゲーム 

「パス＆ゴーを試してみ

よう」 

 ○   

５ 

 

有効な攻撃の仕方（ロングキ

ック）を学ぶ② 

ロングキックシ

ュート練習 

ゲーム 

「ロングキック攻撃を試

してみよう」 

 ○   

６ 

 

有効な攻撃の仕方（サイド攻

撃）を学ぶ③ 

サイド攻撃練習 ゲーム 

「コートの使い方を考え

よう」① 

 ○   

７ 

本

時 

自分たちのチームに合った撃

の仕方を選ぶ。動き方を考え

る。 

作戦会議 公式戦前練習ゲーム 

「攻撃の仕方を選び，考えて攻撃しよう」 

（１０分の試合と２分の修正タイム） 

 ○   

８ 公式戦 作戦会議 １０分ゲーム×３試合 ○ ○   

９ 公式戦 １０分ゲーム×３試合   ○   

10 公式戦 １０分ゲーム×３試合   ○ ○ 

備
考 

 

 準
備
物 

ボール２２ カラーコーン１２ バー８ デジタイマー マット４ 

ビブス５色 学習カード 筆記用具 キーパーグローブ４ 仕切り 

得点板２ 作戦ボード８ チームカード８ 

 



フットサル 学習カード 
番   組 名前 

＜１，自分のチームにあった攻撃を選ぼう！＞ 

① 自分の考えを書こう！ 
   １番良い攻撃（メイン）：○  まあまあ合っている攻撃（サブ）：△  

 パス＆ゴー攻撃 理由： 

 ロングキック攻撃 

 サイド攻撃 

② 自分のチームあった攻撃をみんなで決定しよう！ 
１番良い攻撃（メイン）：○  まあまあ合っている攻撃（サブ）：△ 

 パス＆ゴー攻撃 

 ロングキック攻撃 

 サイド攻撃 

  ③ メインとなる攻撃を成功させるために，作戦ボード

を利用して，動き方を確認しよう 
 

＜２，今日の授業を振り返ろう＞ 
（○，△，×） 

 うまく話し合いができましたか？ 

 選んだ攻撃を意識できましたか？ 

 話し合いを生かすことができましたか？ 

 作戦会議で動き方の修正ができましたか？ 

今日の良かったところを書こう 

 

 

 

＜３，チーム全員で，今日の攻撃の仕方や動き方について振り返ろう＞ 
 



フットサル チームカード 
 

チーム名【     】 
 

準備担当【     】 
 

出場時間【前半・後半】 
 

役割 名前 選手番号 

キャプテン（審判）   

副キャプテン（審判）   

用具係（アドバイス）   

記録係（アドバイス）   

試合予定係（得点板）   

励まし係（得点板）   
 

 

 

 

 



フットサルゲーム ルール 
①タッチラインアウト → キックイン 

→ 相手チームは３ｍ離れる 
 

②ゴールラインアウト → コーナーキックまたはキ

ーパースロー 
 

③接触プレーの禁止 スライディング禁止  

オフサイドはなし 
 

④相手を蹴る・押す・引っ張るなどは禁止 
 

⑤ゴール後はキックオフで再開  

キックオフ時は自分のコートにいること 
 

⑥キーパーへのバックパスは禁止 
 

⑦１人が得点できるのは１点 
 

⑧出場選手とキーパーは選手番号ごと 
 

⑨キーパーグローブとビブスはチームで管理 
 

⑩試合の開始と終了時は 

審判の合図であいさつと握手 
 

⑪試合終了後はチームカードの記入 
 

⑫アドバイス係は同じチームの「チームカード」に 

アドバイスを記入する 



チーム反省カード       月   日  対戦チーム（      ） 

項目 反省（○・△・×） 

練習を生かすことができましたか？  

パスを回すことができましたか？  

全員がシュートを打てましたか？  

全員が積極的にボールを奪いに行きましたか？  

話し合いを生かすことができましたか？  

今日の試合で良かったところを書こう！ 

 

今日の試合の一番の反省点を書こう！ 

 

 

 

チーム反省カード        月   日  対戦チーム（      ） 

項目 反省（○・△・×） 

練習を生かすことができましたか？  

パスを回すことができましたか？  

全員がシュートを打てましたか？  

全員が積極的にボールを奪いに行きましたか？  

話し合いを生かすことができましたか？  

今日の試合で良かったところを書こう！ 

 

今日の試合の一番の反省点を書こう！ 

 

 

 



アドバイスカード 
記入者名 

項目 アドバイス 
（○・△・×） 

練習を生かすことができていましたか？  

パスを回すことができていましたか？  

全員がシュートを打っていましたか？  

全員が積極的にボールを奪いに行っていましたか？  

試合中にみんなで声をかけていましたか？  

今の試合で良かったところをアドバイスしよう！ 

 

 

 

 

 

アドバイスカード 
記入者名 

項目 アドバイス 
（○・△・×） 

練習を生かすことができていましたか？  

パスを回すことができていましたか？  

全員がシュートを打っていましたか？  

全員が積極的にボールを奪いに行っていましたか？  

試合中にみんなで声をかけていましたか？  

今の試合で良かったところをアドバイスしよう！ 

 

 

 



４チーム総当たり組み合わせ表 

 

 
ステージ側（審判） 部室側（審判） 

① Ａ－Ｂ（Ａ） Ｃ－Ｄ（Ｄ） 

② Ａ－Ｃ（Ｃ） Ｂ－Ｄ（Ｂ） 

③ Ｂ－Ｃ（Ｃ） Ａ－Ｄ（Ａ） 

④ Ｃ－Ｄ（Ｃ） Ａ－Ｂ（Ｂ） 

⑤ Ｂ－Ｄ（Ｄ） Ａ－Ｃ（Ａ） 

⑥ Ａ－Ｄ（Ｄ） Ｂ－Ｃ（Ｂ） 
 



パターンその１ 「パス＆ゴー攻撃」 
                      人の動き          ボールの動き      コーン 

 

 

 

 

                                          ③ 

 

① 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ポイントは，ボールをパスした後の速い動きです！ 
 

 

 

 



パターンその２ 「ロングキック攻撃」 
                      人の動き          ボールの動き      コーン 

 

 

 

 

 

                                                      ③ 

 

 

 

               ② 

                        ① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ポイントは，ボールをパスした後の速い動きです！ 

☆走る人は「ボール」と「ゴール」が両方見えるように走ろう！ 
 

 



パターンその３ 「サイド攻撃」 
                      人の動き          ボールの動き     コーン 

 

 

 

 

                                           ③ 

 

 

 

 

               ① 

                   ② 

                                              ④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ポイントは，ボールをパスした後の速い動きです！ 

☆ダイレクトシュートを頑張ろう！ 
 

 


